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雲
南
病
院
だ
よ
り

※
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
て
ご
っ
人と

」
と
は
…

　
平
成
21
年
５
月
25
日
、「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
」、「
雲
南
病
院
を
支
え

よ
う
市
民
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
愛
称
を
「
て
ご
っ
人
」
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
主
な
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
活
動
は
、
病
院
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
の
美
化

活
動
や
、
外
来
患
者
さ
ん
の
案
内
、
車
い
す
介
助
、
花
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん
と
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
が
、
手
と
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
引
き
続
き
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や

経
験
な
ど
は
一
切
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

7
月
7
日
（
木
）、
恒
例
と
な
り
ま
し

た
サ
ウ
ス
ク
ラ
ウ
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
院
内
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
舞
台
は
前
日
に
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん
に
作
っ

て
い
た
だ
き
、
笹
飾
り
や
提
灯
飾
り
な
ど

七
夕
ら
し
い
雰
囲
気
の
良
い
会
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
来
場

さ
れ
、
ま
た
職
員
の
家
族
も
多
く
参
加
し

ま
し
た
。
終
盤
に
は
患
者
さ
ん
も
一
緒
に

「
た
な
ば
た
さ
ま
」「
夏
の
思
い
出
」
な
ど

を
歌
い
盛
大
な
う
ち
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
（
金
）
に
「
平
成
28

年
度
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
総
会
」、
６
月
24
日
（
金
）

に
「
平
成
28
年
度
が
ん
ば
れ
雲
南

病
院
市
民
の
会
総
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
総
会
に
は

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

病
院
職
員
の
総
勢
30
人
、
市
民
の

会
総
会
に
は
市
民
の
会
の
皆
さ
ん

と
病
院
職
員
の
総
勢
17
人
の
参
加

が
あ
り
、
事
業
報
告
、
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
病
院

か
ら
は
新
棟
建
設
状
況
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
は
大
東
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
中
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
、
雲
南
病
院
市
民
の
会
の
皆
さ

ん
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

６
月
25
日
（
土
）、
職
員
組
合
の
ユ
ー

ス
部
（
男
性
35
歳
・
女
性
30
歳
以
下
の
職

員
で
構
成
さ
れ
た
部
）
の
主
催
で
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共
に
院
内
の

長
椅
子
清
掃
、
大
浴
場
清
掃
、
車
い
す
点

検
清
掃
、
病
院
裏
の
草
刈
、
正
面
玄
関
の

芝
生
剪せ
ん
定て
い
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ

で
、
午
前
中
の
う
ち
に
す
べ
て
の
作
業
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
中
は

病
院
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
会

話
が
弾
む
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
清
掃
作
業
終
了
後
の
昼
食
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
日
々
の
暮
ら
し

の
こ
と
や
想
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や

感
想
を
い
た
だ
き
、
雲
南
市
立
病
院
は
地

元
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
若
い
職
員
も
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
日
々
の
あ
り
が
た
み
を
忘
れ

ず
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
医
療
の
面
、
生
活

の
面
等
で
貢
献
で
き
る
よ
う
、
病
院
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

職
員
組
合（
ユ
ー
ス
部
）主
催

合
同
清
掃
活
動

「雲南市立病院ボランティアの会・がんばれ雲南病院市民の会」総会開催
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ベ
ト
ナ
ム
北
西
部
省
医
療
サ
ー

ビ
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
医
療
現
場
研
修
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
（
水
）、
国
際
協
力

機
構
（
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
依
頼
に
よ

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と

な
る
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
研
修
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　

雲
南
市
健
康
福
祉
部 

梅う
め

木き

郁い
く

夫お

部
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
雲
南
市
健
康
福
祉

部 

健
康
づ
く
り
政
策
課 

嘉か

本も
と

史ふ
み

紀き

課
長
、
須す

藤と
う

晴は
る

紀き

保
健
師
に
よ

る
雲
南
市
の
医
療
体
制
、
地
域
ケ

ア
会
議
の
取
り
組
み
の
説
明
、
当

院 

大お
お

谷た
に 

順じ
ゅ
ん

院
長
が
雲
南
市
立
病

院
の
紹
介
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
院
内
の
施
設
説
明
で
は
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、放
射
線
科
、

透
析
セ
ン
タ
ー
、急
性
期
病
棟（
３

階
東
病
棟
）
お
よ
び
介
護
療
養
病

床（
４
階
南
病
棟
）を
見
学
さ
れ
、

医
療
機
器
や
手
技
な
ど
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
質
問
や
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
視
察
団
を
代
表
し
て
、

イ
ェ
ン
バ
イ
省
保
健
局 

副
局
長 

グ
エ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
エ
ン
さ

ん
よ
り
、「
今
回
の
視
察
で
は
大

変
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
、
雲
南

市
立
病
院
の
取
り
組
み
は
大
変
参

考
に
な
っ
た
」
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
日
）、
木
次
経
済

文
化
会
館
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

で
、「
み
ん
な
の
笑
顔
が
支
え

あ
う
チ
ー
ム
医
療
～
糖
尿
病
と

Ｃシ
ー
ケ
イ
デ
ィ
ー

Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）～
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
雲
南
糖
尿
病
サ
ー

ク
ル
in
大
原
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
雲
南
圏
域

の
糖
尿
病
医
療
に
携
わ
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
知
識
、
技
術
の
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
松
江
赤
十
字
病
院
の

医
師
漆う
る
し

谷だ
に
義よ
し
徳の
り
さ
ん
に
「
糖
尿
病

関
連
の
保
存
期
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
題
し

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
糖
尿

病
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
身
近
に

あ
っ
た
忍
び
寄
る
魔
の
手
」
を
病

院
ス
タ
ッ
フ
が
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
、
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
点

な
ど
の
意
見
を
共
有
し
あ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、

糖
尿
病
と
合
わ
せ
て
、
慢
性
腎
臓

病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い
て
も
焦
点

が
あ
て
ら
れ
、
治
療
や
指
導
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行
え
ま

し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
視
察
団
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た

雲
南
糖
尿
病
サ
ー
ク
ル
in
大
原 

開
催

－問い合わせ先－　　〒 699-1221 雲南市大東町飯田９６番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市立病院　総務課　☎（０８５４）４３－２４４１（直通）

　平成29年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出して
ください。詳細は、雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp.jp）をご覧ください。

［１］ 試験区分、採用予定人数および受験資格 　 
試 験 区 分 採用予定人数 受　　験　　資　　格

看 護 師 若 干 名 昭和62年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取
得見込の方含む。）

助 産 師 若 干 名 昭和57年４月２日以降に生まれた方で、助産師の免許を有する方（免許取
得見込の方含む。）

［２］ 受付期間 　 
　　　・受付期間　　８月１日（月）～８月12日（金）
　　　・受付時間　　９時から16時まで（土・日・祝日を除く）
　　　・郵送の場合　８月12日（金）必着

［３］ 試験日時および試験会場 　 

試 験 日 時 ８月26日（金）　　　●受　　付　１３時３０分～１３時４５分
　　　　　　　　　　　　 ●試験時間　１４時～

試 験 会 場 雲南市立病院（雲南市大東町飯田９６番地１）

平成28年度　雲南市立病院職員採用試験受験案内

雲南市立病院 1 階 麻酔科外来会 場

対 象

日 時

共催 ： 雲南市立病院 ／ 国立大学法人 島根大学

平成 28 年度 島根県がんピアサポーター相談会

がん患者さん･ご家族など

相 談 は 無 料 で す 

プライバシーは守ります

問い合わせ・お申込み先

● 雲南市立病院 地域連携室

電話 （0854）43-2446

● 島根大学医学部附属病院

がん患者・家族サポートセンター

電話 (0853)20-2545

がん治療を経験した仲間と 
話をしてみませんか？ 

8 月 30 日（火） 9：30～11：30

がんピアサポーターとは？

ピアは「仲間」、サポートは「支える、

援助する」という意味をもちます。がん

の治療経験者が、がんの正しい知識を身

につけ、自分の経験を活かし“同じ立場

で”がん患者さんをサポートする人の

ことをいいます。

※島根県がんピアサポーターは、がんピア

サポーター養成研修を修了しています。


